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Ⅰ 理科における 
  自律した学習者の姿 
 
 
 
 
 

Ⅱ 理科における 
授業デザインの取組 

 
 
  
                                                                                        

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
     
Ⅲ 1・２年次研究で生成した仮説                 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅳ 1 年次研究の課題と、改善するための手立て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ 知識と体験（日常生活、導入での試
行活動）が関連するような学習問題
の設定 

Ｂ 体験したことを基に予想したり考
察したりする場の設定 

Ｃ 実験や観察、ものづくりの中で実
感を伴って理解できる仕組作り 

Ｄ より科学的に妥当な考えになるよ
うに、考えを取捨選択し、試行錯誤を
繰り返すことができる場の設定 

１ 一人一人が自分たちの問いを
探究していく意欲を高め、知識を
体験と結び付けて捉えようとす
る姿 

２ 活動の中で新たな問いや仮説
をもちもっと活動を進めていき
たいという意欲を高める姿 

３ 自分の考えをより科学的に妥
当なものへと変容させていく姿 

 問題解決に没頭する子どもの姿 
（数字は、自律した学習者との関連） 

要因・手立て 
（英字は、授業デザインの取組との関連） 

一
年
次 

知識を体験（日常生活や既習事項、
導入での試行活動）と結び付けて捉
え、学習問題を自分事として見いだし
た姿（１） 

一人一人が問題を見いだすとともに活
動への見通しをもつことができるよう
に、導入で試行活動を行い、共通の体験
を通して、気付いたことや疑問をその場
で伝えたいときに友達と共有するように
働きかけたこと（Ａ、Ｂ、Ｄ） 

 友達との関わりを通して友達の考
えの中から、よりよい考えを求め取捨
選択し、試行錯誤を繰り返した姿（２、
３） 

必要に応じて友達と関わり、自分の考
えと友達の考えを比較する場を設定した
こと 
自分と考えが似ている人同士でグルー

プを組むという意図をもったグルーピン
グをしたこと（Ｃ、Ｄ） 

二
年
次 

 
 
 
 

 

 

 課題となった子どもの姿 
（数字は、自律した学習者との関連） 

改善するための手立て 
（英字は、授業デザインの取組との関連） 

一
年
次 

 友達との関わることでよりよい考
えに出合うことはできたが、グループ
での活動を通して自分の考えがどう
変わったのかという個の変容を自覚
できなかった姿（２、３） 

 個の変容を自覚することができるよう
に、他者と考えを比較する場を設定する。 
自分が見いだした問題を解決するまで個
で試行錯誤しながら学び進める場を設定
する。 
 子どもの学び方に応じて、予想や実験
方法が似ている人同士、違う人同士とグ
ルーピングの仕方を選択する。 

 




